
実 測 平 面 図 記 載 例

見取図 実測平面図
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申請箇所 （37.50） （25.25）
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服店 号 店 4.50 10.00 9.50 8.00 8.20 9.75 15.50 10.25

□ □ ○ □ □ ○ □ □
至 （19.50） （16.20） （25.25）
東 17.20 15.30

食堂 京 ※起点（東京）を左側に画く
↓

市町○○番 凡例：□国コン杭、国プレート 道 路
市町○○番 ○民民杭

管理者

国道境界部分を赤で着色

一般国道○○号道路境界確認箇所

求積図仙台法務局○○出張所備付公図写
立会欄

※国土交通省提出分 ２部 に記載して下さい
117-2 235宅地 4.50 ①
宅地 8.23 5.45 日

三斜求積表国 ②
117-1 地番 234

現地立会年月日 令和     年 月

立会者国土交通省 仙台河川国道事務所       氏名          印
宅地 記号 底 辺 高 さ 積

234宅地 ① 8.23 4.50 37.0350 岩沼国道維持出張所     氏名          印
道 9.65 ③ ② 8.23 5.45 44.8535

12.50 ③ 12.50 9.65 120.6250 申請人 住所
氏名 印10.50 ④ 12.50 10.50 131.2500 （または代理人）

233-1 233-2 倍面積 333.7635
116 宅地 宅地 ④ 面 積 166.88175
宅地 地 積 166.88 m2

図 面 名
注１ 道路幅員の距離は、境界杭間及び隣接民民境界箇所を記入する。
注２ １の距離を記入することが困難な場合は、歩道端、側溝端、舗装端等からの距離を記入する。
注３ 付近の永久的構造物(ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁、橋梁、歩道橋、建物等)からの距離も必要に応じて記入する。
注４ 境界確認申請地の左右各２本目の建設省杭までの作図を原則とする。
注５ 図面に表示する杭には、その所管を表示する。
注６ 図面サイズは、Ａ１版を標準とする。



杭は申請地側のみで結構です。

国道○号 地番

杭名称

赤線 ブロック塀等構造物
※証明範囲外は と近接している場合
赤以外の色 の距離

地番

地番

杭名称

国道○号

地番

国道○号

杭名称

地番

○○

国土交通省

境界杭名称　   国プレート１　等

遠景、近景（写真の場合）

国道○号

国土交通省既設コン杭
国土交通省計算点

　　　　　　　民民コン杭

境界杭名称　   国　鋲　１　等

境界杭詳細図　記載例 　　写真又は図

国土交通省既設コン杭
国土交通省計算点

　　　　　　　民民コン杭

様式の指定はありませんが、大きさはＡ４版に３点程度で作成願います。

国道○号

国道○号

国土交通省既設コン杭
国土交通省計算点

　　　　　　　民民コン杭

境界杭名称　    国Ｋ１　等
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